
令和６年７月１９日

文化審議会の答申（登録有形文化財（建造物）の登録）

１．今回答申された登録有形文化財（建造物）の概要 

新規登録 累  計 

登 録 件 数 １５８ １４，３０３ 

関係都道府県数 ２８ ４７ 

関係市町村(区)数 ５５ １，０２５ 

○時 代 別   （件） 

江戸以前 明 治 大 正 

昭 和 

計 
前期 

(S元～

S20) 

中期 

(S21～

S40) 

後期 

(S41～

S64) 

新規登録 １７ ４２ ３０ ５２ ８ ９ １５８ 

累  計 ２，５６８ ４，４８９ ２，９０１ ３，６４５ ６３６ ６４ １４，３０３ 

○種   別   （件） 

産 業 

交通 
官公 

庁舎 
学校 

生活 

関連 

文化 

福祉 
住宅 宗教 

治山 

治水 
他 計 

1次 2次 3次 

新 規 2 24 15 1 3 2 0 7 63 40 1 0 158 

累 計 136 1,488 1,770 526 250 452 336 499 6,422 2,107 225 92 14,303 

  （件） 

建 築 物 土木構造物 その他の工作物 計 

新規登録 １３６ ３ １９ １５８ 

累  計 １１，３８６ ６７７ ２，２４０ １４，３０３ 

文化審議会（会長  島谷
しまたに

 弘幸
ひろゆき

）は、令和６年７月１９日（金）に開催され

た同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、新たに１５８件の建造物を登

録するよう文部科学大臣に答申しました。  

この結果、官報告示を経て、登録有形文化財（建造物）は１４，３０３件

となる予定です。  
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今回の答申における主なもの 

① 絹織物の不純物を取り除く現役の精練工場

021～27 羽前
う ぜ ん

絹
け ん

練
れ ん

株式会社精練棟ほか 6件 山形県鶴岡市 大正後期 

鶴ヶ岡城跡の西方に位置し、絹織物の洗

浄・乾燥などをおこなう工場。精練棟は生地

に付着するタンパク質などの不純物を熱湯で

洗浄する作業場。内部は一室の土間で水槽を

並べ、上部には生地を水槽に移すレールと洋

小屋を現す。生地の精練をおこなう現役の工

場建築。 

② 蕨市民が親しむ円形の幼稚園舎

030 わらび幼稚園円形園舎 埼玉県蕨市 昭和 38年／平成 9年改修 

蕨市街地南東に位置する幼稚園舎。鉄筋コ

ンクリート造２階建の円形平面で、１階は中

央遊戯室の周りに保育室を配し、２階は一階

より一回り小さく、外周を屋上テラスとす

る。建築家 坂本
さ か も と

鹿名夫
か な お

による設計で、円形

を用いて狭隘な敷地内で採光を考慮した現役

の園舎。 

③ 川崎の高度成長期の発展を伝える鉄工所

047～51 北條鉄工クレーンヤードほか 4件 神奈川県川崎市 昭和 43年 

JR 浜川崎駅の北方に位置する現役の鉄工

所。クレーンヤードは、重量鉄骨の製作や組

立等を行う作業場。内部は一室の大空間で上

部に作業用走行クレーンを３列収容する。山

形鋼を接合した箱形のラチス柱や梁が往時の

時代相をよく示す。巨大な外観が鉄工所景観

の要をなす。 
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④ 国内最初期のアーチ式砂防堰堤

075 宮
み や

海道
か い ど う

堰堤 長野県松本市 昭和 14 年 

さ い か わ すすきがわ

松本市街を東西に貫流する 犀川 水系 薄川
き ょ う さ く ぶ

上流の 狭窄部 に位置し、長野県直営で建設し

た砂防施設。平面は半径 30 メートルの円アー
て い こ う

チ形で、堤 高 は 15 メートル。アーチ計算な

どに当時の高度な土木技術を駆使し、現在も

機能し続ける我が国最初期の砂防堰堤で貴重。

⑤ 大屋根が周囲の森林に溶け込む郊外住宅

101 牛
う し

谷
た に

家住宅主屋 奈良県宇陀市 昭和 43 年 

き ん て つ は い ば ら

近鉄 榛原 駅北方に位置する郊外住宅。設計

は坂倉準三建築研究所。木造２階建で、１階は

時計回りに部屋を並べて、わずかな段差で変化

を付け、上部に放射状に配した垂木を現す。軒

深い大屋根が周囲の自然に溶け込み、正面に開

く屋根窓が、印象的な外観をつくる主屋。 

⑥ 前川國男による戦後庁舎建築の大作

117～119 岡山県庁本庁舎本館 ほか 2 件 岡山県岡山市 

昭和 32 年／昭和 39年・同 43 年増築、平成 8年・令和 6 年改修 

岡山城二の丸跡に位置する現役の県庁舎。設

計は 前川
ま え か わ

國男
く に お

。鉄骨鉄筋コンクリート造、地

上 9階地下 1 階建てで、下層はコンクリート打

放仕上、上層は黒色枠のカーテンウォールを用

いた外観とし、中央部のピロティや回廊で内外

を一体として巧みに調和させた前川による戦後

庁舎建築の大作。 

＜担当＞ 文化庁文化財第二課 電話：075-451-4111（代表） 

  課  長 田中 禎彦

課長補佐 田中 佳幹 

登録部門 清永 洋平、市橋 弥生（内線 9755） 

  審議会係 今村 結記、梶村 伊織（内線 9756）

提供：宇陀市教育委員会

提供：上土井信行
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